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【目標４】 

子供の貧困の解消に向けた対策の推進  

 
 
 

     １  子供の貧困を取り巻く状況 

     ２ 教育の支援 

     ３ 生活の安定に資するための支援 

     ４ 保 護 者 に 対 す る 職 業 生 活 の 安 定 と 向 上 に 資 す る た め の 就 労 の 支 援  

     ５  経済的支援 

     ６ 必要な支援の利用を促す取組 

 

 子 供の 貧困 を 解消 し、貧困 によ る 困難 を 、子 供た ちが 強 いら れ るこ とが ない よ うな 社
会を つく って い く必 要が あり ます 。  
 教 育支 援、生活 支 援、保 護者 に 対す る 就労 支援、経 済的 支 援の 四つ を柱 に、福 祉、教
育、就労 など 様 々な 分 野の 関係 機関 と 連携 しな がら 、子 供 の貧 困 対策 を総 合的 に 進め て
いき ます 。  
 全 ての 子供 が 、安 全 で安 心し て過 ご すこ とが でき る多 く の居 場所 を持 ち、様 々な 学 び
や多 様な 体験 活 動・遊 びの 機会 を得 る こと を通 じて 、自 己 肯定 感 や自 己有 用感 を 高め 、
自分 らし く社 会 生活 を営 むこ とが で きる よう に取 り組 み ます 。  
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【１ 子供の貧困を取り巻く状況】 
 
（国 の動 向）  
 ○  令 和６ 年 ６月 、超党 派の 議員 立 法に よる「子 ども の 貧困 対 策の 推進 に関 す る法 律

の一 部を 改正 す る法 律」 が公 布さ れ まし た。  
 ○  今 回の 改 正に おい ては 、こ ども 大 綱に おい て、「 こ ども の貧 困を 解消 し、貧 困に

よる 困難 を、こ ども た ちが 強い られ る こと がな いよ うな 社 会を つく る」こと が 明記
され たこ とを 踏 まえ 、法律 の題 名 に「貧 困の 解消」を 入れ る こと とし 、「子 ども の
貧困 対策 の推 進 に関 する 法律 」の 名 称が「 こど もの 貧困 の 解消 に向 けた 対策 の 推進
に関 する 法律 」 に改 めら れま した 。  

 ○  ま た、目的 や 基 本理 念の 充実 等 が図 られ 、こ ども 大綱 の 記 述を 踏ま えて 、「 目的 」
及び 「基 本理 念 」に おい て、 解消 す べき 「こ ども の貧 困 」が 具体 化さ れま し た。  

 ○  「 目的 」には 、児 童の 権利 に 関す る条 約に 加え て 、日 本国 憲法 第 25 条そ の 他の
基本 的人 権に 関 する 規定 、こ ど も基 本法 の精 神に のっ と るこ とが 追記 され ま した。 

 ○  「基 本 理念」には、こど も の貧 困 の解 消に 向け た 対策 は、「 こど もの 現在 の 貧困
を 解 消 す る と と も に こ ど も の 将 来 の 貧 困 を 防 ぐ こ と を 旨 と し て 、 推 進 さ れ な け れ
ばな らな い」こ と及 び「貧 困の 状況 に ある 者 の妊 娠か ら出 産 まで 及び その こど も が
お と な に な る ま で の 過 程 の 各 段 階 に お け る 支 援 が 切 れ 目 な く 行 わ れ る よ う 、 推 進
され なけ れば な らな い」 こと が明 記 され まし た。  
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（子 供の 貧困 の 状況 ）  
 ○  「相 対的 貧 困 率 」は 、国民 一 人当 た りの 可処 分所 得 を高 い順 に並 べ 、そ の 中 央値

の半 分に 満た な い人 の割 合を 言い ま す。 令和 3 年 の 相対 的貧 困率 は 15.4％で 、う
ち 17 歳 以下 の 子供 の 貧困 率は 11.5％ と な って いま す。  

 ○  ま た 、18 歳 未 満の 子供 がい る 現役 世帯（世 帯 主が 18 歳 以上 65 歳未 満 ）の 相 対
的貧 困率 をみ る と、 令和 ３年 は 10.6％ と なっ てい ます 。 その うち 、大 人が ２ 人以
上い る世 帯は 8.6%で ある のに 対し 、大 人が １人 の世 帯で は 44.5％と 約半 数を 占 め、
ひと り親 世帯 の 相対 的貧 困率 が高 い こと がう かが えま す 。  

 ○  諸 外国 と の比 較で は、 デー タ が公 表さ れて いる OECD 加盟 国の 中で 相 対的 貧困
率 は ９ 番 目 に 高 い ほ か 、 ひ と り 親 世 帯 の 相 対 的 貧 困 率 は ５ 番 目 に 高 く な っ て い ま
す。  

 
図 表 59 （ 参 考 ） 相 対 的 貧 困 率 の 年 次 推 移 （ 全 国 ）  

 
資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 令 和 ４ 年  国 民 生 活 基 礎 調 査 」  

（ 注 ）相 対 的 貧 困 率 と は 、OECD の 作 成 基 準 に 基 づ き 、等 価 可 処 分 所 得（ 世 帯 の 可 処 分 所 得 を 世 帯 人 員 の 平 方 根 で 割 っ て 調 整 し

た 所 得 ） の 中 央 値 の 半 分 に 満 た な い 世 帯 員 の 割 合 を 算 出 し た も の を 用 い て 算 出  

   平 成 ６ 年 の 数 値 は 兵 庫 県 を 除 い た も の  

   平 成 27 年 の 数 値 は 熊 本 県 を 除 い た も の  

   大 人 と は 18 歳 以 上 の 者 、 子 ど も と は 17 歳 以 下 の 者 、 現 役 世 帯 と は 世 帯 主 が 18 歳 以 上 65 歳 未 満 の 世 帯 を い う 。  

   等 価 可 処 分 所 得 金 額 が 不 詳 の 世 帯 員 は 除 く 。  

   令 和 ３ 年 か ら は 、 新 基 準 の 数 値 で あ る 。  

  

令和3年
（2021年）

旧基準 新基準 新基準

11.3 12.2 13.0 12.5 12.2 14.6 15.1 12.9 12.6 13.1 10.6

大人が１人 53.5 63.1 58.2 58.7 54.3 50.8 54.6 50.8 48.1 48.3 44.5

大人が２人以上 10.2 10.8 11.5 10.5 10.2 12.7 12.4 10.7 10.7 11.2 8.6

13.8 14.6 15.3 14.9 15.7 16.0 16.1 15.7 15.4 15.7 15.4

12.2 13.4 14.4 13.7 14.2 15.7 16.3 13.9 13.5 14.0 11.5

相対的貧困率

子どもの貧困率

平成６年
（1994年）

子供がいる現役世帯

平成24年
（2012年）

平成27年
（2015年）

平成30年
（2018年）平成９年

（1997年）
平成12年
（2000年）

平成15年
（2003年）

平成18年
（2006年）

平成21年
（2009年）
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図 表 60 （ 参 考 ） 貧 困 率 の 国 際 比 較  

 
資 料 ： こ ど も 家 庭 庁 「 こ ど も の 貧 困 対 策 ・ ひ と り 親 家 庭 支 援 の 現 状 に つ い て 」  

（ 注 ）「 相 対 的 貧 困 率 」 及 び 「 こ ど も の 貧 困 率 」 の 出 典 は OECD ” Income Dist r ibu tion Database”。  「 こ ど も が い る 世 帯 の 貧 困

率 」 の 出 典 は OECD Fami ly  Database “Ch i ld  pover ty ”。  い ず れ も 2023 年 ７ 月 19 日 閲 覧 。  

   「 相 対 的 貧 困 率 」、「 こ ど も の 貧 困 率 」及 び「 こ ど も が い る 世 帯 の 貧 困 率 」の 日 本 の 数 値 は 、2022 年 国 民 生 活 基 礎 調 査（ 厚

生 労 働 省 ） に 基 づ く 2021 年 の デ ー タ で あ り 、 2015 年 に 改 定 さ れ た OECD の 新 た な 所 得  定 義 に 基 づ く 数 値 。  

   「 相 対 的 貧 困 率 」 及 び 「 こ ど も の 貧 困 率 」 の チ リ 及 び ア イ ス ラ ン ド は 2017 年 、 デ ン マ ー ク 、 フ ラ ン ス 、 ド イ ツ 、 ス ロ バ

キ ア 、ス イ ス 及 び ト ル コ は 2019 年 、コ ス タ リ カ 、フ ィ ン ラ ン ド 、日 本 、ノ ル ウ ェ ー 及 び ス ウ ェ ー デ ン  は 2021 年 、そ れ

以 外 の 国 は 2020 年 の 数 値 。 コ ロ ン ビ ア は 数 値 な し 。  

   「 こ ど も が い る 世 帯 の 貧 困 率 」 の ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド は 2014 年 、 オ ラ ン ダ は 2016 年 、 チ リ 、 デ ン マ ー ク 、 ハ ン ガ リ ー 、

ア イ ス ラ ン ド 、 ス イ ス 及 び ア メ リ カ は 2017 年 、 カ ナ ダ 、 ラ ト ビ ア 、 ス ウ ェ ー デ ン 及 び イ ギ リ ス は  2019 年 、 コ ス タ リ カ

は 2020 年 、 日 本 は 2021 年 、 そ れ 以 外 の 国 は 2018 年 の 数 値 。 大 人 が 一 人 の こ ど も が い る 世 帯 の 貧 困 率 の ス イ ス の 数 値

は OECD デ ー タ ベ ー ス 上 ０ ％ と な っ て い る が 、 有 効 な 数 値 か 不 明 な た め 数 値 な し と し て い る 。 コ ロ ン ビ ア は 数 値 な し 。  

   各 項 目 の OECD 平 均 は 、 37 か 国 （「 こ ど も が い る 世 帯 の 貧 困 率 」 の 「 大 人 が 一 人 」 に つ い て は 36 か 国 ） の 単 純 平 均 。  
  

順位 国名 割合 順位 国名 割合 順位 国名 割合 順位 国名 割合 順位 国名 割合
1 アイスランド 4.9 1 フィンランド 2.9 1 フィンランド 3.4 1 デンマーク 9.7 1 フィンランド 2.0
2 チェコ 5.3 2 デンマーク 4.8 2 デンマーク 3.8 2 フィンランド 16.3 2 アイスランド 2.8
3 デンマーク 6.5 3 アイスランド 5.4 2 スイス 3.8 3 アイスランド 18.9 3 デンマーク 3.5
4 フィンランド 6.7 4 スロベニア 6.0 4 アイスランド 4.5 4 ノルウェー 23.4 4 チェコ 3.6
5 スロベニア 7.0 5 ノルウェー 6.7 5 スロベニア 5.1 5 ハンガリー 23.5 5 スロベニア 4.0
6 ベルギー 7.3 6 ポーランド 7.1 6 チェコ 5.4 6 ポーランド 23.8 6 スイス 4.1
7 アイルランド 7.7 7 カナダ 7.3 7 ノルウェー 6.7 7 スロベニア 24.5 7 アイルランド 4.5
8 スロバキア 7.8 8 アイルランド 7.4 7 ポーランド 6.7 8 ラトビア 24.8 7 ノルウェー 4.5
9 ノルウェー 7.9 9 チェコ 7.8 9 アイルランド 7.0 9 スウェーデン 25.3 9 ベルギー 5.3
10 オランダ 8.2 10 ベルギー 8.0 10 スウェーデン 7.8 10 ギリシャ 26.8 10 スウェーデン 5.4
11 フランス 8.4 11 スウェーデン 8.8 11 ベルギー 8.0 11 ドイツ 27.2 11 フランス 6.0
12 カナダ 8.6 12 韓国 9.8 12 オーストリア 8.6 12 アイルランド 27.5 12 オランダ 6.3
13 ハンガリー 8.7 13 ハンガリー 10.2 13 ハンガリー 8.8 12 ポルトガル 27.5 13 ポーランド 6.4
14 ポーランド 9.1 14 オランダ 10.3 14 オランダ 8.9 14 イギリス 28.1 14 ドイツ 6.7
15 スウェーデン 9.2 15 エストニア 10.6 15 ラトビア 9.3 15 チェコ 28.4 15 ニュージーランド 7.3
16 オーストリア 9.6 15 ラトビア 10.6 16 エストニア 9.4 16 エストニア 29.1 16 オーストリア 7.5
17 ルクセンブルク 9.8 15 リトアニア 10.6 16 フランス 9.4 16 フランス 29.1 16 エストニア 7.5
18 スイス 9.9 18 スイス 11.4 16 ドイツ 9.4 18 ベルギー 29.5 18 ラトビア 7.6
19 ドイツ 10.9 19 日本 11.5 19 カナダ 9.8 18 オランダ 29.5 19 カナダ 7.7
20 イギリス 11.2 20 フランス 11.7 20 日本 10.6 20 オーストリア 31.0 19 ハンガリー 7.7
21 ニュージーランド 12.4 20 ドイツ 11.7 20 スロバキア 10.6 21 トルコ 31.2 21 日本 8.6
22 オーストラリア 12.6 22 イギリス 11.9 22 ポルトガル 11.1 22 イタリア 33.4 22 オーストラリア 8.8
23 ポルトガル 12.8 23 オーストリア 12.0 23 ニュージーランド 11.3 23 スロバキア 33.6 23 リトアニア 9.5
24 ギリシャ 13.0 24 スロバキア 12.4 24 オーストラリア 11.5 24 イスラエル 33.9 24 ポルトガル 9.7
25 イタリア 13.5 25 オーストラリア 13.3 25 韓国 11.6 25 メキシコ 34.2 25 イギリス 9.9
26 リトアニア 14.1 26 ニュージーランド 14.8 26 イギリス 12.3 26 ルクセンブルク 40.2 26 スロバキア 10.2
27 トルコ 15.0 27 ポルトガル 15.2 27 ギリシャ 13.5 27 スペイン 40.3 27 韓国 10.7
28 韓国 15.3 28 ギリシャ 15.3 28 リトアニア 13.8 28 オーストラリア 41.0 28 ルクセンブルク 12.1
29 日本 15.4 29 ルクセンブルク 15.6 29 ルクセンブルク 14.3 29 リトアニア 41.3 29 ギリシャ 13.2
29 スペイン 15.4 30 イタリア 17.2 30 メキシコ 16.4 30 チリ 42.6 30 アメリカ 14.9
31 エストニア 15.8 31 アメリカ 18.6 31 イタリア 17.2 31 カナダ 44.1 31 メキシコ 15.3
32 アメリカ 16.4 32 メキシコ 19.9 32 スペイン 17.6 32 日本 44.5 32 イタリア 15.8
33 チリ 16.5 33 イスラエル 20.1 33 イスラエル 18.2 33 アメリカ 45.7 33 スペイン 16.4
34 メキシコ 16.6 34 チリ 21.5 34 アメリカ 18.3 34 ニュージーランド 46.1 34 チリ 16.7
35 イスラエル 16.9 35 スペイン 21.8 35 トルコ 18.4 35 コスタリカ 47.4 35 イスラエル 17.7
35 ラトビア 16.9 36 トルコ 22.4 36 チリ 18.9 36 韓国 47.7 36 トルコ 18.2
37 コスタリカ 20.3 37 コスタリカ 27.4 37 コスタリカ 24.3 － コロンビア － 37 コスタリカ 22.1
－ コロンビア － － コロンビア － － コロンビア － － スイス － － コロンビア －

OECD平均 11.4 OECD平均 12.4 OECD平均 11.0 OECD平均 31.1 OECD平均 9.2

計 大人が一人 大人が二人以上こどもの貧困率相対的貧困率 こどもがいる世帯の貧困率
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 ○  内 閣府 の 調査 1では 、学 校の 授 業の 理解 状況 につ い て、 等価 世帯 収入 の 水準 別 2

にみ ると 、「 ほと んど わか らな い」 と 「わ から ない こと が 多い 」を 合わ せた 割 合
は、「 中 央値 の２ 分の １未 満」 の世 帯 では 24.0%で、 他 の世 帯と 比べ て高 くな っ
てい ます 。  

 
図 表 61 授 業 の 理 解 状 況 （ 等 価 世 帯 収 入 の 水 準 別 ）  

 
資 料 ： 令 和 3 年  子 供 の 生 活 状 況 調 査 の 分 析  報 告 書 （ 内 閣 府 ）  

  

 
1 調 査 対 象 者 は 全 国 の 中 学 ２ 年 生 及 び そ の 保 護 者 。 標 本 数 は 5,000 組 で 、 有 効 回 収 数 は 2,715 件 （ 組 ）、 有 効 回
収 率 は 54.3%。 図 表 内 の 「 n=○ ○ 」 は そ の 設 問 に つ い て の 有 効 回 答 者 数 （ 集 計 対 象 件 数 ） を 示 し て い る 。  
2 年 間 収 入 に 関 す る 回 答 の 各 選 択 肢 の 中 央 値 を そ の 世 帯 の 収 入 の 値 と す る （ 例 え ば 、「 50 万 円 未 満 」 で あ れ ば 25
万 円 、「 50〜 100 万 円 未 満 」 で あ れ ば 75 万 円 と す る ）。 な お 、「 1000 万 円 以 上 」 は 1050 万 円 と す る 。 そ の 値 を 、
同 居 家 族 の 人 数 の 平 方 根 を と っ た も の で 除 す 。 こ の 方 法 で 算 出 し た 値 （ 等 価 世 帯 収 入 ） の 中 央 値 を 求 め 、 さ ら
に 、 そ の 2 分 の 1 未 満 で あ る か 否 か で 分 類 す る 。  

13.4%

7.7%

5.0%

41.8%

28.9%

23.1%

37.5%

51.0%

47.8%

6.0%

8.7%

17.8%

1.3%

3.7%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=1,315)

中央値の2分の1以上中央値未満

(n=965)

中央値の2分の1未満

(n=337)

いつもわかる だいたいわかる
教科によってはわからないことがある わからないことが多い
ほとんどわからない
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 ○  内 閣府 の 調査 では 、学 校の 授 業以 外で どの よう に 勉強 をし てい るか に つい て、
等価 世帯 収入 の 水準 別に みる と、「中 央値 の２ 分の １未 満 」の 世帯 では 、「 塾で 勉
強す る」 が 28.7%で 、他 の世 帯と 比 べて 低く なっ てい る 一方、「学 校の 授業 以 外
で勉 強は しな い 」の 割合 は 12.3%で、 他 の世 帯と 比べ て 高く なっ てい ます 。  

 ○  支 援制 度 ・居 場所 等の 利用 状 況に つい て、「勉 強を 無料 でみ てく れる 場 所」 に
関し ては 、等 価 世帯 収入 の水 準別 に みる と、「 中 央値 の２ 分の １未 満」 の世 帯 で
は「 利用 した こ とが ある 」の 割合 は 9.5%、「あ れ ば利 用し たい と思 う」 の割 合 は
40.4%とな っ てい ます 。  

 
図 表 62 普 段 の 勉 強 の 仕 方 （ 等 価 世 帯 収 入 の 水 準 別 ）  

 
資 料 ： 令 和 3 年  子 供 の 生 活 状 況 調 査 の 分 析  報 告 書 （ 内 閣 府 ）  

図 表 63 支 援 制 度 ・ 居 場 所 等 の 利 用 状 況 （ 勉 強 を 無 料 で み て く れ る 場 所 ）（ 等 価 世 帯 収 入 の 水 準 別 ）  

 
資 料 ： 令 和 3 年  子 供 の 生 活 状 況 調 査 の 分 析  報 告 書 （ 内 閣 府 ）   

77.7%

56.4%

4.8%

3.1%

0.3%

28.2%

27.3%

5.0%

2.6%

77.7%

42.8%

4.6%

2.5%

1.1%

21.2%

26.5%

4.8%

5.8%

72.8%

28.7%

6.0%

1.5%

2.7%

20.1%

24.3%

4.8%

12.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強はしない

中央値以上

(n=1,310)

中央値の2分の1以上中央値未満

(n=962)

中央値の2分の1未満

(n=334)

3.0%

4.3%

9.5%

34.8%

42.6%

40.4%

33.8%

26.2%

23.9%

28.3%

27.0%

26.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=1,289)

中央値の2分の1以上中央値未満

(n=940)

中央値の2分の1未満

(n=327)

利用したことがある
利用したことはない、あれば利用したいと思う
利用したことはない、今後も利用したいと思わない
利用したことはない、今後も利用したいかどうか分からない
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 ○  内 閣府 の 調査 では 、母 親の 就 労状 況に つい て等 価 世帯 収入 の水 準別 に みる と、
世帯 収入 の水 準 が「 中央 値の ２分 の １未 満」 の世 帯で は、「パ ート ・ア ルバ イ
ト・ 日雇 い・ 非 常勤 職員 」が 49.8%と な って いま す。  

 ○  ま た、 父 親の 就労 状況 につ い ては、「中 央値 の２ 分 の１ 未満 」の 世帯 で は「 正
社員 ・正 規職 員 ・会 社役 員」 が 48.1%と 他の 世帯 と比 べ て低 くな って いま す 。  

 
図 表 64 母 親 の 就 労 状 況 （ 等 価 世 帯 収 入 の 水 準 別 ）  

 
資 料 ： 令 和 3 年  子 供 の 生 活 状 況 調 査 の 分 析  報 告 書 （ 内 閣 府 ）  

 

図 表 65 父 親 の 就 労 状 況 （ 等 価 世 帯 収 入 の 水 準 別 ）  

 
資 料 ： 令 和 3 年  子 供 の 生 活 状 況 調 査 の 分 析  報 告 書 （ 内 閣 府 ）  
  

34.3%

22.7%

17.4%

6.2%

6.2%

9.2%

37.7%

50.2%

49.8%

5.2%

6.7%

10.1%

16.1%

13.4%

12.8%

0.5%

0.8%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=1,307)

中央値の2分の1以上中央値未満

(n=947)

中央値の2分の1未満

(n=327)

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業( 家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)
働いていない（専業主婦／主夫を含む。）
いない、わからない

91.5%

80.5%

48.1%

0.2%

3.2%

3.5%

0.1%

1.2%

2.7%

7.5%

10.7%

21.7%

0.3%

1.1%

6.6%

0.5%

3.3%

17.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=1,302)

中央値の2分の1以上中央値未満

(n=929)

中央値の2分の1未満

(n=258)

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業( 家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)
働いていない（専業主婦／主夫を含む。）
いない、わからない
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 ○  内 閣府 の 調査 では 、子 供が 将 来ど の段 階ま で進 学 する と思 うか につ い て、 等価
世帯 収入 の水 準 別に みる と、「中 央値 の２ 分の １未 満」 の 世帯 では、「 高校 まで 」
の回 答割 合 が 37.5%で、 他の 世帯 と 比べ て高 くな って い ます 。  

 ○  「 高校 ま で」 と回 答し た場 合 の理 由を 等価 世帯 収 入の 水準 別に みる と、「中 央
値の ２分 の１ 未 満」 の世 帯で は、「家 庭の 経済 的な 状況 か ら考 えて 」や 「一 般 的
な進 路だ と思 う から 」の 回答 割合 が 他の 世帯 と比 べて 高 くな って いま す。  

 
図 表 66 子 供 の 進 学 段 階 に 関 す る 希 望 ・ 展 望 （ 等 価 世 帯 収 入 の 水 準 別 ）  

 
資 料 ： 令 和 3 年  子 供 の 生 活 状 況 調 査 の 分 析  報 告 書 （ 内 閣 府 ）  

 
図 表 67 進 学 段 階 に 関 す る 希 望 ・ 展 望 に つ い て 「 高 校 ま で 」 と 考 え る 理 由 （ 等 価 世 帯 収 入 の 水 準 別 ）  

 
資 料 ： 令 和 3 年  子 供 の 生 活 状 況 調 査 の 分 析  報 告 書 （ 内 閣 府 ）   

0.3%

0.6%

0.9%

7.8%

20.8%

37.5%

15.9%

24.3%

22.0%

67.2%

36.5%

25.9%

8.8%

17.8%

13.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

(n=1,311)

中央値の2分の1以上中央値未満

(n=962)

中央値の2分の1未満

(n=336)

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで 大学またはそれ以上 まだわからない

36.6%

5.9%

58.4%

12.9%

5.0%

5.0%

29.1%

15.1%

48.7%

32.2%

5.5%

3.0%

32.3%

22.6%

37.9%

44.4%

3.2%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

中央値以上

(n=101)

中央値の2分の1以上中央値未満

(n=199)

中央値の2分の1未満

(n=124)
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 ○  内 閣府 の 調査 では 、将 来ど の 段階 まで 進学 した い かに つい て、 等価 世 帯収 入の
水準 別に みる と、「中 央値 の２ 分の １ 未満 」の 世帯 では 、「 高校 まで 」の 回答 割 合
が 32.7%で、 他の 世 帯と 比べ て高 く なっ てい ます 。  

 ○  「 高校 ま で」 と回 答し た場 合 の理 由を 等価 世帯 収 入の 水準 別に みる と、「中 央
値の 2 分 の 1 未 満」 の世 帯で は、「希 望す る学 校や 職業 が ある から 」は 22.0%で
他の 世帯 と比 べ て低 く、 他方 で、「家 にお 金が ない と思 う から 」が 15.6%、「 早 く
働く 必要 があ る から 」が 14.7%と 比較 的 高く なっ てい ま す。  

 
図 表 68 進 学 し た い と 思 う 教 育 段 階 （ 等 価 世 帯 収 入 の 水 準 別 ）  

 
資 料 ： 令 和 3 年  子 供 の 生 活 状 況 調 査 の 分 析  報 告 書 （ 内 閣 府 ）  

図 表 69 進 学 希 望 の 教 育 段 階 に つ い て 「 高 校 ま で 」 と 考 え る 理 由 （ 等 価 世 帯 収 入 の 水 準 別 ）  

 
資 料 ： 令 和 3 年  子 供 の 生 活 状 況 調 査 の 分 析  報 告 書 （ 内 閣 府 ）   
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中央値以上

(n=1,310)

中央値の2分の1以上中央値未満

(n=959)

中央値の2分の1未満

(n=336)

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで 大学またはそれ以上 まだわからない

40.6%

28.7%

7.9%

4.0%

2.0%

1.0%

4.0%

9.9%

25.7%

29.1%

33.0%

17.9%

3.9%

2.8%

6.7%

4.5%

6.7%

26.3%

22.0%

31.2%

13.8%

9.2%

4.6%

15.6%

14.7%

8.3%

28.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友達がそうしているから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

その他

とくに理由はない

中央値以上

(n=101)

中央値の2分の1以上中央値未満

(n=179)

中央値の2分の1未満

(n=109)
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 ○  生 活 保 護 世 帯 に 属 す る 子 供 や 児 童 養 護 施 設 の 子 供 の 大 学 等 へ の 進 学 率 は 、 全 世
帯（ 都内 ）の 進 学率 より も低 くな っ てい ます 。  

 
図 表 70 大 学 等 へ の 進 学 率  

 
資 料 ： 厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護 局 保 護 課 調 べ 。 全 世 帯 は 、 文 部 科 学 省 「 学 校 基 本 調 査 」  

 
 ○  家 庭 の 課 題 の 早 期 発 見 に も つ な が る 妊 娠 届 出 者 に 対 す る 面 接 を 行 っ た 割 合 は 、

大幅 に上 昇し て いま す。  
 

図 表 71 妊 娠 届 出 者 に 対 す る 面 接 を 行 っ た 割 合  

 
資 料 ： 母 子 保 健 事 業 報 告 年 報 （ 東 京 都 福 祉 局 ） よ り   
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 ○  小 学校 入 学前 （未 就学 ）の 子 供が いる 世帯 （200 世帯 ）で 、令 和３ 年 ９月 中に
育児 にか かっ た 費用 を聞 いた とこ ろ 、世 帯の 年間 収入 別 にみ ると 、収 入が 高 いほ
うが 支出 額も 高 い傾 向に あり ます 。  

 
図 表 72 １ か 月 の 育 児 に か か っ た 費 用  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 調 査 」（ 令 和 ３ 年 度 ）  

（ 注 ） 費 用 に つ い て は 、 小 学 校 入 学 前 の 子 供 が ２ 人 以 上 い る 場 合 は 合 算 。 保 育 費 、 医 療 費 、 家 具 ・ 寝 具 な ど の 費 用 、 衣 服 費 、

衛 生 費 、 乳 児 に 係 る 費 用 及 び そ の 他 （ 小 遣 い 、 お も ち ゃ 代 等 ） の 乳 幼 児 に か か っ た 費 用 は 全 て 入 る 。 た だ し 、 飲 食 費 、 光

熱 水 道 費 、 住 居 費 な ど は 分 割 不 可 能 な た め 除 外 す る 。  

  

4.0%

12.5%

3.7%

7.9%

2.0%

1.7%

42.0%

62.5%

76.9%

63.0%

44.7%

30.0%

31.7%

19.5%

12.5%

7.7%

11.1%

21.1%

30.0%

18.3%

7.5%

3.7%

10.0%

15.0%

17.0%

15.4%

14.8%

15.8%

14.0%

25.0%

10.0%

12.5%

3.7%

10.5%

14.0%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

200万円未満

（8世帯）

200〜400万円未満

（13世帯）

400〜600万円未満

（27世帯）

600〜800万円未満

（38世帯）

800〜1,000万円未満

（50世帯）

1,000万円以上

（60世帯）

1万円未満 1〜4万円未満 4〜7万円未満 7〜10万円未満 10万円以上 無回答
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 ○  18 歳 未満 の 子 供が いる 世帯 に つい て、 生活 困窮 者 への 支援 制度 の認 知 度と 生活
困窮 の場 合の 利 用意 向の 関係 をみ る と、 生活 保護 制度 を 除い て、「 知 って いる 」
と回 答し た人 の 割合 より 「利 用し た い」 と回 答し た人 の 割合 のほ うが 高い 傾 向に
あり ます 。  

 
図 表 73 生 活 困 窮 者 へ の 支 援 制 度 の 認 知 度 と 生 活 困 窮 の 場 合 の 利 用 意 向  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 ３ 年 度 ）  

  

93.1%

44.2%

23.5%

6.1%

15.6%

6.0%

54.2%

75.1%

92.6%

82.9%

45.3%
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43.2%

41.3%

49.2%
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55.7%

47.8%
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1.5%
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【認知度】

【利用意向】

【認知度】

【利用意向】

【認知度】

【利用意向】

【認知度】

【利用意向】

【認知度】

【利用意向】

知っている 知らなかった 利用したい 利用したくない 無回答

生 活 保 護 制 度  

生 活 困 窮 者 自 立 支 援 制 度  

（ 住 居 確 保 給 付 金 な ど ）  

TOKYO チ ャ レ ン ジ ネ ッ ト  

受 験 生 チ ャ レ ン ジ  

支 援 貸 付 事 業  

生 活 福 祉 資 金 貸 付 制 度  



184 
 

【２ 教育の支援】 

＜現状と課題＞ 

 ○  保 護 者 の 所 得 な ど 家 庭 の 状 況 が 子 供 の 学 力 や 体 験 の 機 会 に 影 響 を 与 え る な ど 、
教 育 に お け る 格 差 の 問 題 が あ り ま す 。 全 て の 子 供 が 、 家 庭 の 経 済 状 況 に か か わ ら
ず、 質の 高い 教 育を 受け られ るよ う にす る必 要が あり ま す。  

 ○  ま た 、 家 庭 の 経 済 状 況 が 理 由 で 学 校 生 活 が 制 約 さ れ た り 進 路 が 狭 ま っ た り す る
こと がな いよ う 、将 来の 貧困 の予 防 や、教育 の機 会均 等 を保 障す る観 点か ら 、幼 児
期か ら高 等教 育 段階 まで 切れ 目の な い教 育費 負担 の軽 減 を図 る必 要が あり ま す。  

 ○  子 供 が 安 心 し て 多 様 な 体 験 や 遊 び が で き る 機 会 や 、 学 習 す る 機 会 を 確 保 す る 必
要が あり ます 。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  外 部人 材 を活 用し 、放 課後 や 長期 休業 期間 中な ど 、年 間 200 時間 程度 の 学 習指
導や 自習 室の 監 督な どの 学習 支援 を 実施 しま す。  

 ○  経 済的 な 理由 や家 庭の 事情 に より 、家庭 での 学習 が 困難 であ った り、学 習習 慣 が
十分 に身 につ い てい ない 中学 生等 に 対し て、地域 と学 校 の連 携・協 働に よる 学 習支
援を 実施 しま す 。ま た、 中学 3 年生 を対 象と した 進学 支 援を 実施 しま す。  

 ○  子 供の 多 様な 体験 機会 を確 保 する ため 、区 市町 村 を支 援し ます 。  
 ○  都 と し て 国 に 先 行 し て 、 子 育 て 世 帯 の 実 態 に 応 じ た 教 育 費 の 負 担 軽 減 を 実 施 し

ます 。  
 ○  低 所 得 世 帯 の 中 学 ３ 年 生 ・ 高 校 ３ 年 生 に 係 る 学 習 塾 等 の 受 講 費 用 及 び 受 験 料 の

貸付 を実 施し ま す。  
 ○  都 立高 校 生等 の一 人１ 台端 末 の購 入支 援や 給付 型 奨学 金支 援を 実施 し ます 。  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

245   
高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 によ
る授 業 料 負 担 の軽 減  

教 育 庁  
生 活 文 化 局  
総 務 局  

 高 等 学 校 等 に通 う一 定 の収 入 額 未 満 の世 帯 の生 徒 を
対 象 に、高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 を支 給 する。 

246   
私 立 高 等 学 校 等 特 別 奨 学
金  

生 活 文 化 局  
 都 内 に在 住 する私 立 高 校 等 に通 う生 徒 を対 象 に、授 業
料 の一 部 を助 成 する。 

247   私 立 中 学 校 等 特 別 奨 学 金  生 活 文 化 局  
 都 内 に在 住 する私 立 中 学 校 等 に通 う生 徒 を対 象 に、授
業 料 の一 部 を助 成 する。 

248   
給 付 型 奨 学 金 （ 高 等 学 校
等 ）  

教 育 庁  
総 務 局  

 家 庭 の経 済 状 況 が教 育 の格 差 につながることのないよう、
保 護 者 等 の収 入 の状 況 に応 じて、都 内 の高 等 学 校 （ 中
等 教 育 学 校 後 期 課 程 を含 む。） や特 別 支 援 学 校 （ 高
等 部 ） の生 徒 に対 し、多 様 な教 育 活 動 に参 加 するために
必 要 な経 費 の支 援 等 を行 う。 
 家 庭 の経 済 状 況 が教 育 の格 差 につながることのないよう、
保 護 者 等 の収 入 の状 況 に応 じて、都 立 産 業 技 術 高 等 専
門 学 校 1〜 3 年 生 に対 し、授 業 料 負 担 の軽 減 及 び選 択
的 学 習 活 動 に係 る経 費 の支 援 等 を行 う。 

249   
高 校 生 等 奨 学 給 付 金 による
授 業 料 以 外 の負 担 軽 減  

教 育 庁  
生 活 文 化 局  
総 務 局  

 高 等 学 校 等 に通 う生 徒 の保 護 者 のうち、生 活 保 護 受
給 世 帯 又 は都 道 府 県 民 税 所 得 割 額 及 び区 市 町 村 民 税
所 得 割 額 の合 計 が非 課 税 の世 帯 に対 し、授 業 料 以 外 の
教 育 に必 要 な教 科 書 費 、教 材 費 、学 用 品 費 の経 費 を軽
減 するため奨 学 給 付 金 を支 給 する。 

250   
就 学 奨 励 事 業 （ 特 別 支 援
学 校 ）  

教 育 庁  

 都 内 特 別 支 援 学 校 等 に在 学 する幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 の
就 学 のために必 要 な経 費 の一 部 を、保 護 者 等 の経 済 的
負 担 能 力 の程 度 に応 じて支 給 し、経 済 的 負 担 軽 減 を図
る。 

251   育 英 資 金 事 業 費 補 助  生 活 文 化 局  
 高 等 学 校 等 に在 学 する都 民 で、勉 学 意 欲 がありながら
経 済 的 理 由 により修 学 困 難 な者 に対 し、育 英 資 金 奨 学
金 を無 利 子 で貸 し付 ける。 

252   
地 域 未 来 塾 （ スタディ・ アシス
ト＋ ）  

教 育 庁  

 経 済 的 な理 由 や家 庭 の事 情 により、家 庭 での学 習 が困
難 であったり、学 習 習 慣 が十 分 に身 についていない中 学 生
等 に対 して、地 域 と学 校 の連 携 ・ 協 働 による学 習 支 援 を実
施 する。また、中 学 3 年 生 を対 象 とした進 学 支 援 を行 う。 

253 ◆ 子 どもの進 路 選 択 支 援 事 業  福 祉 局  

 西 多 摩 福 祉 事 務 所 において、生 活 保 護 受 給 中 の子 育
て世 帯 に対 し、訪 問 等 のアウトリーチ型 手 法 により、学 習 ・
生 活 環 境 の改 善 、進 路 選 択 や奨 学 金 の活 用 等 に関 する
相 談 ・ 助 言 を行 う。 

254 ◆ 

子 供 の多 様 な体 験 の機 会 確
保 事 業  
＜ 子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村
包 括 補 助 事 業 ＞  

福 祉 局  

 こども大 綱 やこどもの貧 困 解 消 法 の趣 旨 を踏 まえ、家 庭
の経 済 的 事 情 や家 族 構 成 に関 わらず、全 ての家 庭 の子 供
や、親 子 が一 緒 に楽 しめるような事 業 を企 画 ・ 実 施 する区
市 町 村 を支 援 する。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

再 掲    
私 立 幼 稚 園 等 に通 う園 児 の
保 護 者 への支 援  

生 活 文 化 局  №93 参 照  

再 掲    校 内 寺 子 屋  教 育 庁  №150 参 照  

再 掲    
スクールソーシャルワーカー活 用 事
業  

教 育 庁  №173 参 照  

再 掲    スクールカウンセラー活 用 事 業  教 育 庁  №175 参 照  

再 掲    
生 活 困 窮 者 自 立 支 援 法 に基
づく子 供 の学 習 ・ 生 活 支 援  

福 祉 局  №213 参 照  

再 掲    
受 験 生 チャレンジ支 援 貸 付 事
業  

福 祉 局  №214 参 照  

再 掲    被 保 護 者 自 立 促 進 事 業  福 祉 局  №216 参 照  

再 掲    
授 業 料 免 除 制 度 （ 都 立 高
等 学 校 等 ）  

教 育 庁  №225 参 照  

再 掲    
東 京 都 公 立 学 校 給 食 費 負
担 軽 減 事 業  

教 育 庁  №226 参 照  

再 掲    放 課 後 子 供 教 室  教 育 庁  №239 参 照  

再 掲    自 立 生 活 スタート支 援 事 業  福 祉 局  №304 参 照  

再 掲    
ひとり親 家 庭 等 生 活 向 上 事
業  

福 祉 局  №322 参 照  
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【３ 生活の安定に資するための支援】 

＜現状と課題＞ 

 ○  貧 困 の 状 況 に あ る 子 供 や 子 育 て 当 事 者 が 社 会 的 孤 立 に 陥 る こ と の な い よ う 、 親
の妊 娠・出産 期 から の 相談 支援 の充 実 や居 場所 づく りな ど 、生 活 の安 定に 資す る た
めの 支援 を進 め る必 要が あり ます 。  

 ○  子 供 や 家 庭 が 抱 え る 困 難 や 課 題 は 、 様 々 な 要 因 が 複 合 的 に 重 な り 合 っ て 、 い じ
め、不 登校 、ひ きこ も り、孤 独・孤立、非行 とい った 様々 な 形態 で表 出す るも の で
あり 、表 出し て いる 課 題に 係る 子供 へ の支 援に 加え 、保 護 者へ の 支援 を始 めと す る
成育 環境 や社 会 的養 護へ の対 応も 含 め、重層 的に アプ ロ ーチ する 必要 があ り ます。 

 ○  施 設や 里 親等 の下 で育 った 子 供は 、施設 退所 後等 に 進学・就労 や自 立し た 生活 を
営む 上で 、家 族 から の サポ ート が期 待 でき ず、様々 な困 難 に直 面 して いる 場合 が 多
いた め、 自立 支 援を 進め る必 要が あ りま す。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  自 立相 談 支援 機関 3によ る子 供 の学 習・ 生活 支援 を 実施 しま す。  
 ○  子 供が 気 軽に 立ち 寄る こと が でき 、学 習支 援や 食 事の 提供 を行 う「 居 場所 」

（拠 点） を設 置 し、 要支 援家 庭等 に 対す る見 守り を地 域 全体 で行 う体 制を 整 備す
る区 市町 村を 支 援し ます 。  

 ○  生 活困 窮 世帯 の子 供を 支援 す る民 間団 体に よる 事 業の 立上 げ支 援や 、 民間 団体
間の 連携 促進 に 取り 組む 区市 町村 を 支援 し、 子供 の学 習 ・生 活支 援や 子供 の 居場
所創 設に 関す る 取組 を充 実し ます 。  

 ○  子 育て 世 帯な どの 住宅 確保 要 配慮 者の 居住 の安 定 を図 るた め、 入居 を 拒ま ない
民間 賃貸 住宅 （ 東京 ささ エー ル住 宅 ）の 登録 を促 進す る とと もに 入居 者へ の 家賃
債務 保証 や入 居 に係 る情 報提 供、 相 談、 見守 り等 の生 活 支援 を行 う居 住支 援 法人
の指 定を 推進 し ます 。  

 ○  若 者と 企 業の マッ チン グ支 援 、職 業意 識の 形成 、 個々 の状 況に 応じ た 相談 やカ
ウン セリ ング 、 能力 開発 等に より 若 者の 就業 を支 援し ま す。  

 ○  社 会的 養 護の 下で 育つ 子供 が 、自 らの 意志 で希 望 する 未来 を切 り開 い てい ける
よう 、入 所（ 里 親委 託） 中か ら退 所 （解 除） 後ま で、 自 立に 向け て一 貫し て 支援
して いき ます 。  

  

 
3 生 活 困 窮 者 か ら の 相 談 に 応 じ 必 要 な 情 報 の 提 供 や 助 言 等 を 行 い 、 認 定 就 労 訓 練 事 業 の 利 用 の あ っ せ ん 、 プ ラ ン
の 作 成 等 の 支 援 を 包 括 的 に 行 う 自 立 相 談 支 援 事 業 を 実 施 す る 機 関 。 区 部 ・ 市 部 に つ い て は 区 市 が 実 施 主 体 、 町 村
部 に つ い て は 東 京 都 が 実 施 主 体 と し て 実 施  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  
番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

255   
子 供 サポート事 業 立 上 げ支 援
事 業  

福 祉 局  
 貧 困 世 帯 等 の子 供 に対 して、支 援 を実 施 する民 間 団 体
の事 業 の立 上 げ等 に取 組 む区 市 町 村 を支 援 する。 

256   フードパントリー設 置 事 業  福 祉 局  

 住 民 の身 近 な地 域 に「 フードパントリー（ 食 の中 継 地
点 ） 」 を設 置 し、生 活 困 窮 者 に対 して食 料 提 供 を行 うとと
もに、それぞれの生 活 の状 況 や食 以 外 の困 りごと等 について
話 を聴 くことで、現 在 区 市 等 の相 談 支 援 窓 口 を利 用 してい
ない生 活 困 窮 者 を、それぞれの状 況 ・ 移 行 に応 じた適 切 な
相 談 支 援 機 関 に繋 ぐ取 組 を行 う区 市 町 村 を支 援 する。 

257   フードパントリー緊 急 支 援 事 業  福 祉 局  
 食 料 価 格 が上 昇 する中 でも、生 活 困 窮 に陥 った方 への
食 の提 供 と適 切 な支 援 機 関 へとつなぐ取 組 を実 施 する区
市 町 村 社 会 福 祉 協 議 会 等 を支 援 する。 

258   生 活 困 窮 者 自 立 支 援 制 度  福 祉 局  

 経 済 的 に困 窮 し、最 低 限 度 の生 活 を維 持 することができ
なくなるおそれのある方 に対 して、個 々の状 況 に応 じた支 援
を行 い、自 立 の促 進 を図 る。 
（ １ ） 必 須 事 業  
  ・ 自 立 相 談 支 援 事 業  
  ・ 住 居 確 保 給 付 金 の支 給  
（ ２ ） 任 意 事 業  
  ・ 就 労 準 備 支 援 事 業  
  ・ 一 時 生 活 支 援 事 業  
  ・ 家 計 改 善 支 援 事 業  
  ・ 子 供 の学 習 ・ 生 活 支 援 事 業 (再 掲 ： NO.182「 生
活 困 窮 者 自 立 支 援 法 に基 づく子 供 の学 習 支 援 」 ) 

259   若 年 者 の雇 用 就 業 支 援 事 業  産 業 労 働 局  

 東 京 しごとセンターにヤングコーナーを設 け、若 者 と企 業 のマ
ッチング支 援 、職 業 意 識 の形 成 、個 々の状 況 に応 じた相 談
やカウンセリング、能 力 開 発 等 により若 年 者 就 業 のためのワ
ンストップサービスを展 開 する。 

260   
若 年 者 の雇 用 就 業 支 援 事 業
「 高 校 生 向 け就 業 意 識 啓 発
講 座 」  

産 業 労 働 局  
 都 立 高 校 を対 象 に、自 分 にあった就 職 先 を選 択 できるよ
うに意 識 啓 発 をする講 座 を実 施 する。 

261   若 者 正 社 員 チャレンジ事 業  産 業 労 働 局  

 正 社 員 としての実 務 経 験 や心 構 えが十 分 でない若 年 者
を対 象 に、セミナーと企 業 内 実 習 を組 み合 わせたプログラムを
提 供 し、実 践 的 な能 力 の付 与 や就 業 現 場 での実 習 による
就 労 意 識 の醸 成 により、正 社 員 での就 職 を促 進 する。 

262 ◆ 
若 者 世 代 職 場 定 着 促 進 事
業  

産 業 労 働 局  

 東 京 しごと財 団 が実 施 する都 の就 職 支 援 事 業 により職
業 紹 介 を受 けた若 者 世 代 の者 を正 規 雇 用 労 働 者 として
採 用 し、計 画 的 な育 成 計 画 の策 定 や結 婚 ・ 育 児 支 援 制
度 の整 備 など採 用 後 も安 心 して働 き続 けられる労 働 環 境
整 備 を行 った企 業 に対 して、助 成 金 を支 給 する。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

再 掲    

子 育 て家 庭 に対 するアウトリー
チ型 の食 事 支 援 事 業 ＜ 子 供
家 庭 支 援 区 市 町 村 包 括 補
助 事 業 ＞  

福 祉 局  №13 参 照  

再 掲    ひきこもりに係 る支 援 事 業  福 祉 局  №189 参 照  

再 掲    子 供 の居 場 所 創 設 事 業  福 祉 局  №242 参 照  

再 掲    子 供 食 堂 推 進 事 業  福 祉 局  №244 参 照  

再 掲    ヤングケアラー支 援 事 業  福 祉 局  №272 参 照  

再 掲    乳 児 院 の家 庭 養 育 推 進 事 業  福 祉 局  №287 参 照  

再 掲    
専 門 機 能 強 化 型 児 童 養 護
施 設   

福 祉 局  №293 参 照  

再 掲    
養 育 家 庭 等 自 立 援 助 補 助
事 業   

福 祉 局  №305 参 照  

再 掲    

東 京 都 ひとり親 家 庭 支 援 セン
ター事 業  
（ 母 子 家 庭 等 就 業 ・ 自 立 支
援 センター事 業 ）  

福 祉 局  №318 参 照  

再 掲    
母 子 ・ 父 子 自 立 支 援 員 による
相 談 ・ 支 援  

福 祉 局  №320 参 照  

再 掲    都 営 住 宅 の優 先 入 居  
住 宅 政 策 本
部  

№334 参 照  

再 掲    
住 宅 確 保 要 配 慮 者 に対 する
居 住 支 援 の推 進  

住 宅 政 策 本
部  

№469 参 照  
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【４ 保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援】 

＜現状と課題＞ 

 ○  保 護 者 の 就 労 支 援 に お い て 、 子 育 て 当 事 者 の 安 定 的 な 経 済 基 盤 を 確 保 す る 観 点
から 、単に 職を 得る にと どま らず 、所得 の増 大 、職 業生 活の 安定 と向 上の た めの 支
援 を 進 め る と と も に 、 仕 事 と 両 立 し て 安 心 し て 子 供 を 育 て ら れ る 環 境 づ く り を 進
める 必要 があ り ます 。  

 ○  ひ と り 親 家 庭 は も ち ろ ん の こ と 、 ふ た り 親 家 庭 に つ い て も 生 活 が 困 難 な 状 態 に
あ る 家 庭 に つ い て は 、 保 護 者 の 状 況 に 合 っ た き め 細 か な 就 労 支 援 を 進 め て い く 必
要が あり ます 。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  生 活保 護 受給 者、住居 確保 給 付金 受 給者 及び 生活 困 窮者 だけ でな く、児 童扶 養 手
当受 給者 、生 活 保護 の 相談 段階 の者 等 を対 象と して 、公 共 職業 安 定所 本所 等の 施 設
内で の就 労支 援 を実 施し ます 。  

 ○  東 京 し ご と セ ン タ ー に お い て 、 一 人 ひ と り の 適 性 や 状 況 を 踏 ま え た き め 細 か な
キャ リア カウ ン セリ ング を実 施す る ほか 、各種 セミ ナー や 能力 開発 、職 業紹 介 など
を行 い、 就職 活 動を 支援 しま す。  

 ○  結 婚・育 児を 支 援す る制 度の 整 備な ど、正規 雇用 等 転換 後 も安 心し て働 き 続け ら
れる 環境 整備 や 賃金 の引 上げ に取 り 組む 企業 に助 成金 を 支給 しま す。  

 ○  ひ と り 親 家 庭 の 親 の 経 済 的 自 立 を 図 る た め 、 高 等 学 校 卒 業 程 度 認 定 試 験 合 格 の
ため の講 座（ 通 信講 座 を含 む）を受 講 した 場 合に 各種 給付 金 を支 給す ると とも に 、
全区 市町 村で の 実施 を推 進し ます 。  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  
番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

263   
生 活 保 護 受 給 者 等 就 労 自
立 促 進 事 業  

福 祉 局  

 生 活 保 護 受 給 者 、住 居 確 保 給 付 金 受 給 者 及 び生 活
困 窮 者 だけでなく、児 童 扶 養 手 当 受 給 者 、生 活 保 護 の相
談 段 階 の者 等 （ 以 下 「 生 活 保 護 受 給 者 等 」 という。） を
対 象 として、公 共 職 業 安 定 所 （ 以 下 「 ハローワーク」 とい
う。） 本 所 等 の施 設 内 での就 労 支 援 を実 施 するほか、地
方 公 共 団 体 にハローワークの常 設 窓 口 の設 置 又 は地 方 公
共 団 体 等 への巡 回 相 談 の実 施 などワンストップ型 の支 援
体 制 を全 国 的 に整 備 し、生 活 保 護 受 給 者 等 について、ハ
ローワークと地 方 公 共 団 体 が一 体 となったきめ細 やかな就 労
支 援 を推 進 すること、さらには、住 居 や生 活 支 援 の確 保 に
困 難 を抱 え、生 活 困 窮 状 態 に陥 る可 能 性 のある求 職 者 に
対 して、住 居 ・ 生 活 支 援 に関 する相 談 、住 居 ・ 生 活 支 援
施 策 に関 する制 度 説 明 等 、住 居 ・ 生 活 支 援 から就 労 支
援 までの一 貫 した支 援 を行 うことにより、生 活 保 護 受 給 者
等 の就 労 による自 立 を促 進 する。 

264   東 京 しごとセンター事 業  産 業 労 働 局  

 東 京 しごとセンターにおいて、一 人 ひとりの適 性 や状 況 を踏
まえたきめ細 かなキャリアカウンセリングを実 施 するほか、各 種
セミナーや能 力 開 発 、職 業 紹 介 などを行 い、就 職 活 動 を支
援 する。また、東 京 しごとセンター内 の「 女 性 しごと応 援 テラ
ス」 において、家 庭 と両 立 しながら仕 事 に就 きたいと考 えてい
る女 性 などを対 象 に、きめ細 かい再 就 職 支 援 を実 施 する。 

265   
正 規 雇 用 等 転 換 安 定 化 支
援 事 業  

産 業 労 働 局  

 計 画 的 な育 成 計 画 の策 定 や退 職 金 制 度 の整 備 、結
婚 ・ 育 児 支 援 制 度 の整 備 など、正 規 雇 用 等 転 換 後 も労
働 者 が安 心 して働 き続 けられる労 働 環 境 整 備 や賃 金 の引
上 げに取 り組 む企 業 に対 して助 成 金 を支 給 する。 

再 掲    在 宅 就 業 推 進 事 業  福 祉 局  №324 参 照  

再 掲    
高 等 学 校 卒 業 程 度 認 定 試
験 合 格 支 援 事 業  

福 祉 局  №325 参 照  

再 掲    
母 子 家 庭 及 び父 子 家 庭 自 立
支 援 教 育 訓 練 給 付 金 事 業  

福 祉 局  №326 参 照  

再 掲    
母 子 家 庭 及 び父 子 家 庭 高 等
職 業 訓 練 促 進 給 付 金 等 事
業  

福 祉 局  №327 参 照  

再 掲    
ひとり親 家 庭 高 等 職 業 訓 練
促 進 資 金 貸 付 事 業  

福 祉 局  №328 参 照  

再 掲    
母 子 ・ 父 子 自 立 支 援 プログラ
ム策 定 事 業  

福 祉 局  №329 参 照  

再 掲    
ひとり親 家 庭 ホームヘルプサービ
ス事 業  

福 祉 局  №331 参 照  

再 掲    ひとり親 家 庭 就 業 推 進 事 業  福 祉 局  №333 参 照  
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【５ 経済的支援】 

＜現状と課題＞ 

 ○  貧 困に よ って 、日 々 の食 事に 困る 子供 や 、学 習の 機会 や部 活動・地域 クラ ブ活 動
に 参 加 す る 機 会 を 十 分 に 得 ら れ な い 子 供 、 進 学 を 諦 め ざ る を 得 な い な ど 権 利 が 侵
害さ れた 状況 で 生き てい る子 供が い ます 。  

 ○  子 育 て 当 事 者 の 日 々 の 生 活 を 安 定 さ せ る 観 点 か ら 、 様 々 な 支 援 を 組 み 合 わ せ て
経済 的支 援の 効 果を 高め てい く必 要 があ りま す。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  低 所得 世 帯等 に対 し、必要 な 資金 を 貸し 付け 、経 済 的自 立 や社 会参 加を 促 進し ま
す。  

 ○  ひ とり 親 家庭 に対 する 児童 扶 養手 当の 支給 、児 童 育成 手 当の 支給 によ り 、ひ と り
親家 庭を 経済 的 に支 援し ます 。  

 ○  ひ とり 親 家庭 等に 対し 、母 子 及び 父 子福 祉資 金の 貸 付け を実 施し 、ひ と り親 家 庭
等を 経済 的に 支 援し ます 。  

 ○  児 童 養 護 施 設 等 入 所 中 又 は 里 親 等 へ 委 託 中 の 者 及 び 児 童 養 護 施 設 等 を 退 所 し た
者 又 は 里 親 等 へ の 委 託 が 解 除 さ れ た 者 に 対 し て 、 自 立 支 援 資 金 を 貸 し 付 け る こ と
によ り、 これ ら の者 の円 滑な 自立 を 支援 しま す。  

 ○  児 童 養 護 施 設 等 の 利 用 者 の 退 所 後 の 自 立 生 活 の 支 援 を 行 う こ と を 目 的 に 、 施 設
等と 連携 して 相 談援 助を 行う とと も に必 要な 資金 の貸 付 を実 施し ます 。  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  
番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

266   生 活 保 護 制 度  福 祉 局  

 国 が生 活 に困 窮 する全 ての国 民 に、その困 窮 の程 度 に
応 じて保 護 を行 い、最 低 限 度 の生 活 を保 障 し、併 せて自
立 を助 長 することを目 的 としている。保 護 の基 準 によって計
算 された最 低 生 活 費 と、保 護 を受 けようとする人 の収 入 を
比 べ、収 入 が最 低 生 活 費 を下 回 る場 合 に、その不 足 分 に
ついて保 護 を行 う。保 護 は、生 活 扶 助 とその他 の扶 助 （ 教
育 ・ 住 宅 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 出 産 ・ 生 業 ・ 葬 祭 ） に分 かれてお
り、保 護 を受 ける人 の世 帯 構 成 や収 入 などの状 況 に応 じ
て、その全 部 又 は一 部 が適 用 される。 
・ 教 育 扶 助 （ 基 準 額 、教 材 代 、学 習 支 援 費 等 ）  
・ 生 業 扶 助 （ 高 等 学 校 等 就 学 費 、技 能 修 得 費 等 ）  
・ 就 労 自 立 給 付 金 、進 学 ・ 就 職 準 備 給 付 金 、就 労 活 動
促 進 費 の支 給  
・ 被 保 護 者 就 労 支 援 事 業 、被 保 護 者 就 労 準 備 支 援 事
業 の実 施  
・ ケースワーカーによる生 活 相 談 ・ 援 助  

267   生 活 福 祉 資 金 制 度  福 祉 局  

 低 所 得 世 帯 、障 害 者 又 は高 齢 者 のいる世 帯 に対 し、必
要 な資 金 を貸 し付 け、経 済 的 自 立 や社 会 参 加 の促 進 を
図 る。 
※平 成 27 年 4 月 から、生 活 困 窮 者 自 立 支 援 制 度 と連
携 して世 帯 の支 援 を行 っている。 

再 掲    
児 童 養 護 施 設 退 所 者 等 に対
する自 立 支 援 資 金 貸 付 制 度  

福 祉 局  №307 参 照  

再 掲    
児 童 扶 養 手 当 ・ 児 童 育 成 手
当 ・ 母 子 及 び父 子 福 祉 資 金
貸 付  

福 祉 局  №343 参 照  

再 掲    ひとり親 家 庭 等 医 療 費 助 成  福 祉 局  №344 参 照  

再 掲    養 育 費 確 保 支 援 事 業  福 祉 局  №345 参 照  

再 掲    女 性 福 祉 資 金 の貸 付  福 祉 局  №346 参 照  
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【６ 必要な支援の利用を促す取組】 

＜現状と課題＞ 

 ○  生 活 困 窮 を 含 め た 家 庭 内 の 様 々 な 課 題 を 早 期 に 把 握 し た 上 で 、 適 切 な 支 援 を 早
期か つ包 括的 に 講じ てい く必 要が あ りま す。  

 ○  乳 幼児 期 から 義務 教育 へ、更 には 高 等学 校段 階へ と 、子 供 のラ イフ ステ ー ジに 応
じ、 問題 発見 と 支援 を切 れ目 なく つ なげ てい くこ とが 必 要で す。  

 ○  貧 困の 状 況に ある 子供 やそ の 家庭 にお いて 、必 要 な支 援 制度 を知 らな い 、利 用 の
仕方 が分 から な い等 の状 況が みら れ ます 。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  妊 娠・出 産・子 育て 期の 切れ 目 ない 支援 を通 じて 、子供 の貧 困を 早期 に 把握 し、
支援 につ なげ ま す。  

 ○  保 護 者 の 養 育 を 支 援 す る こ と が 特 に 必 要 な 家 庭 を 訪 問 し 支 援 す る 養 育 支 援 訪 問
事業 に取 り組 む 区市 町村 を支 援し ま す。  

 ○  母 子 健 康 手 帳 交 付 時 や 新 生 児 訪 問 時 の 機 会 等 を 活 用 し て 、 支 援 が 必 要 な 家 庭 の
早期 発見 を図 り 、保 健所・保健 セン ター の個 別指 導 、子 供家 庭支 援セ ンタ ー で実 施
する 在宅 サー ビ スな ど、 適切 な支 援 につ なげ る区 市町 村 の取 組を 促進 しま す 。  

 ○  子 供 の 貧 困 の 実 態 把 握 や 支 援 ニ ー ズ 等 の 調 査 、 関 係 機 関 の 連 携 強 化 や 支 援 を 必
要 と す る 家 庭 へ の 周 知 強 化 な ど 、 子 供 の 貧 困 対 策 の 推 進 に 取 り 組 む 区 市 町 村 を 支
援し てい きま す 。  

 
■と うき ょう 子 育て 応援 ブッ ク  
 ・東京 都及 び都 内 の 各区 市町 村で は、子 供 の年 齢や 困

りご との 内容 に 合わ せて、様 々な 子育 て支 援を 行っ
てい ます 。  

 ・東京 都は 、東 京の 子育 てに 関す る 情報 をわ かり やす
くま とめ た「 とう き ょ う子 育て 応援 ブ ック 」を発 行
して いま す。  

 ・「 とう き ょ う子 育 てス イ ッ チ」 サ イ ト ・ア プ リ にお
い て、「と う き ょう 子 育 て応 援 ブ ック 」 の 内 容を 活
用し たチ ャッ ト ボッ トに より 、子 育て 支援 情報 を提
供し てい ます 。  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  
番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

268   子 供 の貧 困 対 策 支 援 事 業  福 祉 局  

 生 活 に困 窮 する要 支 援 家 庭 やひとり親 家 庭 等 を必 要 な
支 援 につなげることを目 的 に、専 任 職 員 を配 置 し、関 係 機
関 との連 携 強 化 など子 供 の貧 困 対 策 の推 進 に取 り組 む区
市 町 村 を支 援 する。 

269   
子 育 てサポート情 報 普 及 推 進
事 業  

福 祉 局  
 生 活 に困 窮 する子 育 て家 庭 等 を必 要 な支 援 につなげる
ことを目 的 に、子 育 て支 援 等 の施 策 の周 知 を強 化 すること
で、子 供 の貧 困 対 策 の効 果 的 な推 進 を図 る。 

270   
チャットボットによる子 育 て支 援
情 報 の発 信  

福 祉 局  
 東 京 の子 育 てに関 する情 報 をまとめた「 とうきょう子 育 て
応 援 ブック」 の内 容 を基 に、子 育 て相 談 のチャットボットを作
り、保 護 者 が必 要 な情 報 を入 手 しやすい環 境 を整 備 する。 

再 掲    性 と健 康 の相 談 センター事 業  福 祉 局  №２ 参 照  

再 掲    とうきょうママパパ応 援 事 業  福 祉 局  №10 参 照  

再 掲    
要 支 援 家 庭 の早 期 発 見 に向
けた取 組  

福 祉 局  №54 参 照  

再 掲    
こども家 庭 センター体 制 強 化 事
業  

福 祉 局  №56 参 照  

再 掲    
乳 児 家 庭 全 戸 訪 問 事 業 （ こ
んにちは赤 ちゃん事 業 ）  

福 祉 局  №57 参 照  

再 掲    
子 供 家 庭 支 援 センター事 業 ＜
子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業 ＞    

福 祉 局  №58 参 照  

再 掲    養 育 支 援 訪 問 事 業  福 祉 局  №62 参 照  

再 掲    子 育 て世 帯 訪 問 支 援 事 業  福 祉 局  №63 参 照  

再 掲    
地 域 子 育 て支 援 拠 点 事 業
（ 子 育 てひろば事 業 ） の充 実  

福 祉 局  №75 参 照  

再 掲    4152（ よいこに） 電 話  福 祉 局  №78 参 照  

再 掲    
児 童 虐 待 を防 止 するための
SNS を活 用 した相 談 事 業  

福 祉 局  №143 参 照  

再 掲    
ひとり親 家 庭 向 けポータルサイト
の運 用  

福 祉 局  №317 参 照  
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コラム：こどもの生活実態調査結果（東京都立大学実施） 

 

■調査の概要 

 ○ 令和４年度に東京都立大学子ども・若者貧困研究センターは「令和４年度東京都こ

どもの生活実態調査」（注）を実施しました。 

 ○ 本調査では、子供の生活困難を以下の 3 つの要素により分類しています。 

   ①低所得（等価世 帯所得が調査 分析時の 最新の厚 労省  

「国民生活基 礎調査」 の等価世 帯所得の 50%未満） 

   ②家計の逼迫（経済的な理由 で、公共 料金や家 賃を支払えな かっ  

た経験などの 7 項目の うち、 1 つ以上が該当 ）  

   ③子どもの体験や所有物の欠如 

    （子どもの 体験や 所有物などに 関する 15 項目の うち、  

経済的な理由 で、欠如 している 項目が 3 つ以上該当）  

 ○ ①～③のうち 2 つ以上の要素に該当する場合は「困窮層」、いずれか 1 つに該当す

る場合は「周辺層」、いずれも該当しない場合は「一般層」としています。 

 

■子供の体験機会について 

 ○ 保護者に子供との体験について聞いたところ、困窮層の回答では、金銭的な理由で

子供との体験ができない割合が高くなっています。 

（過去１年間に金銭的な理由で子供との体験ができない割合） 
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 ○ 保護者に子供にしていることについて聞いたところ、困窮層の回答では「習い事に

通わせる」「学習塾に通わせる」「１年に１回くらい家族旅行に行く」の項目で経済

的な理由でできない割合が高くなっています。  

 

（子供にしていることのうち経済的な理由でできない割合） 
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（ 注 ）  
東 京 都 立 大 学 子 ども・ 若 者 貧 困 研 究 センターが、東 京 都 の子 どもの生 活 困 難 の実 態 、意 識 を明 らかにし、貧 困 政 策 のエビデン
スとするために実 施 。本 調 査 は、JSPS 科 研 費  22H05098 の助 成 事 業 の一 環 として行 われた。また、東 京 都 立 大 学 研 究 倫 理
委 員 会 の審 査 を受 け承 認 を受 けた（ 4 東 公 法 総 総 第 656 号 、承 認 番 号 H4-163） 。調 査 対 象 者 は、墨 田 区 ・ 豊 島 区 の公
立 小 中 学 校 に在 籍 する小 学 ５ 年 生 と中 学 ２ 年 生 （ 全 数 ） とその保 護 者 、および、豊 島 区 ・ 墨 田 区 ・ 中 野 区 在 住 の 16〜 17
歳 （ 高 校 ２ 年 生 ） 年 齢 の子 ども（ 全 数 、住 民 基 本 台 帳 から抽 出 ） とその保 護 者 （ 計 10,355 親 子 ペア） 。調 査 期 間 は、
令 和 5 年 1 月 23 日 〜 令 和 5 年 2 月 13 日 。 
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